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九州方言と琉球方言のはざまで

トカラ方言の位置をかんがえる－

かりまたしげひさ

§１．はじめに

台湾と与那国島の間をとおって東シナ海にながれこんだ黒潮は、奄美大島とトカラ列島

のあいだをとおってふたたび太平洋にながれていく。この黒潮によって区切られた地域、

すなわち、沖縄県の八重山諸島、宮古諸島、沖縄諸島に、鹿児島県の奄美諸島をくわえた

琉球列島の島々で話されてきたことばは、日本語の地域的な変種のひとつであり、「琉球

方言」とよばれる。しかし、この地域が１６０９年に薩摩藩によって侵略され、奄美諸島を

割譲される以前の琉球王国の版図であり、１８７９年に日本国にくみこまれるまでのながいあ

いだ独立の国家であったこと、また、本土でつかわれていることば（本土方言）と音韻、

文法、語彙のいずれの側面においてもおおきくちがうために、「琉球語」ともよばれる。

琉球方言と本土方言とのちがいのおおきさゆえに、日本語諸方言が本士方言と琉球方言

に大きく区分されることは定説となっている。琉球方言と本土方言を区分する境界線は、

また、世界中の生物をいつつに区分した生物地理区分のうちの「旧北区」と「東洋区」に

わける「渡瀬線」とかさなっていて、琉球列島以南の地域とトカラ列島以北の地域は、植

物相においても、動物相においてもことなる様相をみせているのである。方言境界と生物

地理区分のあいだに直接の因果関係はないが、そのかさなりには興味ぶかいものがある。

生物地理区分的に旧北区と東洋区にわかれているとしても、ふとい一本の線によって断

絶しているわけではない。個々の生物ごとに南限種と北限種の分布の境界線は薩南地域か

ら種子島、屋久島、トカラ列島、琉球の地域にいくつもの線がひかれている。そして、生

物の分布がしめしているように、琉球方言と本土方言とのあいだにもこえることのできな

い絶対的な断絶があるわけではなく、個々の言語現象ごとに何本ものほそい線がひかれて

いる。

琉球方言がいつごろから琉球列島でつかわれるようになったのか、その時期の特定も解

決しているわけではない。これまでのおおくの方言研究者は、分岐の時期についてどんな

にふるく見つもっても縄文時代にまではさかのぼらないこと、下限も平安時代以降にはく

だらないとかんがえていた。そして、その伝播が琉球列島から北上したのではなく、九州

から島伝いに南下したことはほぼ確実である。なお、最近の考古学…形質人類学の研究か

ら九州からのおおきな規模のヒトの移動が１０世紀前後にあったのではないかというかん

がえがだされている。もし、そうであれば、琉球方言の形成過程についての従来のかんが

えを再検討する必要はないだろうか。いずれにせよ、琉球方言が日本祖語から分岐して以
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降、相互の交流がないまま隔絶していたというわけではなく、分岐後、そして現在にいた

るまでのながい期間ずっと交流があったのであり、それを前提に議論をすすめる必要があ

る。

いずれにせよ、約１千キロメートルにおよばんとする琉球列島の隅々、とりわけ宮古島

以南の南琉球、最南端の波照間島や最西端の与那国島に到達するまでにかなりの時間を要

したことであろう。しかし、その伝播のおおきな波が一回きりのものだったのか、あるい

は複数回あったのか、複数回あったとして、それぞれの時期がいつだったのか、そして、

それらのことが琉球方言の形成にどんな影響をあたえているのかなどなど、まだまだあき

らかにされていないことはおおい。

琉球方言のふるい姿をかんがえるとき、あるいは、ふるい時代の琉球方言と本土方言、

とくに九州方言との関係や交流をかんがえるとき、トカラ方言は重要な位置をしめるもの

であることはうたがいない。トカラ方言が、トカラ以南の琉球列島の諸方言と共通にもつ

特徴について、－部指摘されているが、全体についての詳細な研究はまだでていないし、

これまで琉球方言研究者がそういう観点からトカラ方言を調査、研究してこなかったのも

事実である。

本稿は、トカラ列島南端の島と奄美大島のあいだの海峡を境に区分される本土方言と琉

球方言の連続と断絶のありようや関係をかんがえ、そして、そのことをとおして琉球方言

とはどういう特徴をもった言語なのかをかんがえるためのささやかな問題提起であり、九

州と琉球のあいだにほそながくつらなるトカラ列島のことば（トカラ方言）の位置づけを

かんがえるものである。

§２．琉球方言と九州方言

本士と琉球列島を行き来する飛行機や船は、トカラ列島のはるか上空を、あるいはとお

くの沖を通過するだけでトカラの島々にたちよることはほとんどない。しかし、かつて本

土と琉球を行き来した人々にとってトカラ列島は重要な経由地であったであろう。

九州と琉球との往来や交流の痕跡がトカラ方言、あるいは、トカラ列島と隣接する奄美

大島や喜界島をふくむ奄美各地の諸方言にのこされていないだろうか。そして、どんなふ

うにその痕跡がのこされているのだろう。

琉球列島は隣接するトカラ列島を経て九州とは地理的に連続していて、ふたつの地域に

は交流があり、縄文、弥生時代以降、緊密な関係にあった。トカラ方言が緩やかな緩衝地

帯となっていて、琉球方言と九州方言は連続した面もみせる。それは、とくに語彙の面に

みられる。手、目、鼻、耳などの身体名称、風、月、星、水などの自然現象などの基礎語

彙のおおくは共通である。ただし、琉球方言でおこったはげしい音韻変化の結果、表面上

はちがってみえるものもおおい。

琉球方言に固有の語彙とおもわれるもののなかには九州方言と共通する語彙が決して

すぐなくなく、琉球方言と九州方言のあいだには共通する現象がおおくみられる。野原三
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義は、琉球方言と九州方言の一致、類似した語をぬきだしている'。

たとえば、ホガス（穴をあける）、ホゲル（穴があく）、ホメク（蒸し暑い）という動

詞が九州各地にみられるが、首里方言ではフガスン、フギユン、フミチュンといい、語形

はちがってみえるが共通の語根からなりたっている。スバ（唇）が鹿児島と宮崎南部に見

られるが、首里方言ではシバというし、アコクロ（薄暮）、ノイ・ノリ（苔）、プチ・フ

ツ（蓬）、ドシ（友）、ゴイ・ゴリ（}こがうり）も九ﾘﾄ|各地に点在していて、首里方言で

もアコークロー、ヌイ、フーチバー、ドウシ、ゴーヤーという。その他にも多くの共通の

単語がみられるが、その傾向は西南九州、そして南の離島にいくほど顕著になるようであ

る。また、音韻論的にも文法論的にも琉球方言と九州方言と共通のものがみられる。

オ段長音の開合について、標準語および多くの本土方言で統一されて、／ｏｚ／となるの

に対して、九州方言には開音の母音が/ｏｚ/で、合音の母音が/ｕｚ／になっていて、両者の

区別が保たれるぱあいがあるが、これは琉球方言でも同様である2．

チョーデー［那覇市首里］

ショーユー［那覇市首里］

チュー［那覇市首里］

ウーカジ［那覇市首里］

キョーダイ［平島］

ショーユ［平島］

キュー［平島］

ウーカゼ［口之島］

弟
油
日
風

兄
醤
今
大

開音

合音

類似する文法現象としていくつかの助詞の用法をあげることができる。標準語では移動

手段をあらわすのは「で格」の名詞だが、琉球方言、そして九州方言には「から格」の名

詞があらわすことがある。

電車カラ来た。
￣

デンシャカラチャン（電車で来た）。

[鹿児島市］

[首里］

動作の目的をあらわすのは、標準語では「に格」だが、琉球方言、九州方言では「が」

｢げ」「ぎや」などの格形式があらわしていて、これも琉球と九州で共通の現象である。

’野原三義1980～1986｢琉球方言と九州諸方言との比較」（「沖縄国際大学文学部紀要（国

文学篇）」第８巻第１号～第12巻3号）に詳しい。

２琉球方言（奄美大島北部方言をのぞく）では１音節語を、ミー（目）、ヒー（火）、

チー（血）のように母音を２モーラにのばして発音する。これは九州から関西にか

けてのひろい地域にもひろく分布する現象である。また、標準語では清音（無声音）

ではじまるが、琉球方言でも九州方言でも濁音（有声音）ではじまる単語がある。

蟹：ガネ［中之島］［平島］ガニ［那覇市首里］［今帰仁村］
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[長崎島原］

[首里］

酒飲みゲ行く。

サキヌミーガイチュン【酒を飲みに行く）．

奄美、沖縄の諸方言の動詞の形は、本士方言とちがいがおおきいようにみえる。

書く

起きる

見る

カチュン［首里］

ウキユン［首里］

ン_ジュン［首里］

ハキュン［笠利町佐仁］

フィン［名瀬市名瀬勝］

ミリュン［笠利町佐仁］

奄美、沖縄の諸方言の動詞は、連用形に存在動詞ヲウン（居る）が融合して成立してい

る。カキヨル、オキヨル、ミヨルなどのように、動詞連用形に存在動詞「居る」が文法化

して融合した動詞の形式をもつ九州、四国、中国、そして関西の諸方言と類似の形式であ

る。九州、西日本方言のカキヨルやミヨルは動作・変化の進行をあらわしていて、未来の

ひとまとまりの動作、変化をあらわす奄美沖縄諸方言とことなるが、奄美沖縄諸方言もか

つては動作や変化の進行をあらわしていて、おなじだったのである。

たしかに、琉球方言と本土諸方言とのあいだにはおおきなちがいがあって、日本語諸方

言が二分されるのだが、隣接する九州方言を介して本土諸方言とつながっていて、とくに

九州方言には共通の現象があり、おおきな断絶があるというわけでもない。野原(1980)な

どからもあきらかなように、九州の西南部、そして離島にいくほど琉球方言と類似・共通

する現象がおおくみられるようになる。

琉球方言と九州方言の本格的な比較研究がないので確実なことはいえないが、両者の一

番おおきな違いは発音上のちがいであろう。そして、それを生んでいるのは、琉球方言全

体にあまねく起こった「狭母音化」と呼ばれる母音の変化とそれにともなう子音の変化で

あり、そのために、両者がおおきくことなることとなった3．

§３.トカラ方言と琉球方言

木部暢子(2000)によると、トカラ列島の方言は、北部方言、中部方言、南部方言のみつ

つに区分できるようである。

一一一一口一一一一口一一一一口
方
方
方

部
部
部

北
中
南

１
２
３

(口之島・中之島・平島）

(諏訪之瀬島）

(悪石島・小宝島・宝島）

烏：ガラス［宝島］ガラサー［那覇市首里］［今帰仁村］

３狭母音化とは、琉球方言全体にみられるＯ＞Ｕの変化と、奄美沖縄方言における

ｅ＞Ｉ＞ｉの変化､宮古八重山の南琉球方言におけるｅ＞ｉ、ｉ＞１の変化のことである。
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トカラ列島には奄美大島、そのなかでもとくに笠利町からの移住者がおおい。諏訪之瀬
おたけ

島は、明治１６年に島の中心}こある活火山、御岳が大噴火し無人島となった。その後、奄

美大島笠利町からの開拓民が移住したために、現在でも奄美方言がはなされていて、せま

い意味での「トカラ方言」とはいえない4・中之島の東区も明治期に奄美大島からの移住者

のおおい集落で、そこでも奄美方言が話されている。

トカラ南部方言の宝島方言と子宝島方言には、中舌母音/Ｉ//色/があって、奄美方言との

類似`性が指摘される。たしかに、中舌母音/Ｉ//色/は、琉球方言のなかでも奄美徳之島諸方

言に特徴的にみられるものである｡奄美徳之島諸方言の中舌母音にはつぎの(1)～(5)のタイ

プがある。

(1)日本語の母音ｅが変化した/Ｉ／

ｍＩ（目）、ｔＩ（手）

(2)日本語のす、つ、ず（づ）の母音ｕが変化した（／

ｓＩ（巣）、ｔｚＩｋｉ（月）、ｍｉｄｚＩ（水）

(3)日本語の二重母音ａｉ，ａｅ，Ｃｅが融合（相互同化）した/色／

ｍｅ（前）、ｈｗｅ（灰）、ｋ色（声）

(4)語中のｋをはさんで広母音ａと半広母音ｅ，ｏが同化（遠隔同化）した/色／

seh色（酒）、ｄ色ｈｅ（竹）、ｗ色ｈ色（桶）

(5)先行する音節の広母音ａの影響による/色／

ｋａｄｚ色（風）、？ａｓ色（汗）

いつぽう、宝島方言の中舌母音ハ〃e/は、うえの(1)～(5)のうち、(3)のタイプしかみら

れないようである。

ｉｗ色（祝い）、ｄｅｋｏＮ（大根）、ｏｔｏｔｅ（一昨日）、ｏｔｏｇｌＺ（顎）

たしかに、中舌`性の母音があらわれるのは南に隣接する奄美大島方言と共通するもので

あるが、ａｉ、ａｅ、ｏｉなどの二重母音が融合する現象は、ａｉ、ａｅ＞ｅ＞ｅという

変化の過程にあるもので、奄美大島、トカラ列島宝島（木部(2000)によると小宝島も）の

方言にかぎらずひろくみられる現象であるとかんがえられる。このかぎられた条件のもと

にあらわれる中舌母音の存在をもって、宝島方言（子宝島も）を奄美方言と直接むすびつ

けるのはむつかしい。開合の区別、語頭清音の濁音化など琉球方言に類似の現象を－部に

４田畑千秋(2002)は、諏訪瀬島の奄美大島からの移住者の方言を調査し、そこで話されて

いる笠利町方言と奄美大島で話されている笠利町方言との一致度を調査している。

－２１５－
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みせるが、音韻論的な特徴の全体をみると、トカラ方言は琉球方言とことなっている。

トカラ列島の方言は、九州方言に属するものではあるが、語彙の面からみると、琉球方

言に似た現象をしめすものがある5・鹿児島県揖宿郡穎娃町6、十島村宝島７，大島郡瀬戸内

町諸鈍8、那覇市首里9のみつつの方言をくらべてみる。

那覇市首里

ｔＪｉｒａ

Ｊｉｂａ

ｔＪｉＮＪｉ

？ｉｊａ

ｔｉＺｄａ

？ｗｅＺｋｕ

ｓａｂａｔＪｉ

揖宿郡穎娃町青戸

顔ｊｕｒａ

唇ｓｕｂａ

膝ｔｌｕｍｂｕＪｉ

胞衣ｉｊａ

太陽ｈｉｄｏＮ

擢一一一一

櫛ｋｕＪ

十島村宝島 瀬戸内町諸鈍

ｔ，Ｉｒａｚ

ｓｌｂａＺ

ｔ，ＩｂｕＪ

？ｉｊａ

ｔ‘ＩｄａＺ

ｊｕｈｏＺ

ｓａｂａｋ

tｓｕｒａ

ｕ
ｕ
．
。
〕
ｅ
ａ
ａ

ｓ
伯
・
１
ｔ
・
１
ｓ

ｐａ

ｂｕＪｉ

ａ

ＮｄｏＺ

ｋｏ

ｂａｋｉ

「顔」「唇」「膝」「胞衣」は音声形式に相違はみられるものの、よっつの地域に共通

にみられる同系列の語である。それに対して、「太陽」「擢」「櫛」は十島村宝島方言の

語が琉球方言と共通する語である（穎娃町方言には「擢」に相当する語がないが、これは

他の地域でもみられないものである）。

古文献にのこされた語で九州方言と琉球方言の類似をしめすものもある。上村孝二

(1961)にはつぎの記述がある。

大隅肝属郡内之浦町の漁民は、「暗礁」をヒシと呼び、「陸続きの暗礁」をもそう

呼んでいる。また同じものをトカラ列島でフセと言う。このヒシは「大隅風土記」に、

隼人の俗語では海中之洲を必至（ヒシ）というと見えるその「必至」なのであって、

フセはそれと兄弟分の語であろう。ヒシという語は沖縄方言にも分布している（後略）

上村(1961)は、そのほかに、ニュージ、ミュージ（虹）、ハンス、ハンツ（甘藷）、力

５平山輝男(1967)には、「十島村の口之島、中之島では、ｋａｋｉｂｏＪｉｋａ（書きたい）が

あって、琉球方言と似た形（ｋａｋｉｂｕｓａＮ、筆者補い）を示している」とあるが、これ

がトカラ方言だけのものなのか、トカラ以北の九州方言にもみられるのか、確認が必要で

ある。

６穎娃方言の資料は１９９３年の調査で得られたものである。話者は、西俊寛(Ｓ９)と東久

（T､13)。

７宝島方言の資料は田尻英三(1980)から。

８諸鈍方言の資料は１９８６年～1992年の調査で得られたものである。話者は昭山時男

（Ｍ､38)、吉川忠(Ｍ､39)、吉川彦一(Ｍ､38)。

９首里方言の資料は「沖縄語辞典」（国立国語研究所編、1963）を利用。ただし、資料の

統一をはかるために、表記を簡略的な音声記号になおしている。

￣
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ノク（砂浜）、ハビー（蝶）などがトカラ方言に存在し、これが「奄美系の語彙」である

と位置づけている'0．今後詳細な比較、検討が必要なのだが、ふるい時代にトカラ方言が

琉球方言圏に属していた可能性があり、上の単語はそのときの痕跡とみることはできない

だろうか。トカラ方言をどう位置づけるか、琉球方言との関係のなかで再検討してみる必

要があるのではないだろうか。

いつぽう、琉球方言とトカラ方言のあいだに共通にみられる単語のなかには、琉球方言

（このばあい、隣接する奄美方言）からの借用とかんがえらるものがふくまれていないだ

ろうか。

たとえば、紬の染料になる樹木のシャリンバイを中之島方言では「テーチギ」というよ

うだが'１、これは明らかに奄美方言からの借用である。首里方言などとの比較から、祖形

は／＊ｔｅｋａｔＪｉ／であったと推定されるが､奄美方言では語中のｋをはさんで広母音、

半広母音が同化する現象（遠隔同化）がみられ、奄美大島北部方言ではその語中のｋがｈ

に変化し、さらにそのｈが消失して「テェーチギイ」に変化するのだが、その変化が終了

したのちに、中之島にもちこまれたものであることがわかる。トカラ方言には、そのよう

な語中のｋの消失や母音の融合（遠隔同化）がみられないのだ。

中之島方言

笠利町佐仁方言

那覇市首里方言

ｔｅＺｔＪｉｇｉ

ｔ`ｃＺｔｊｉｇｌ

ｔｉｋａｔＪｉ

テーチギ

テェーチギィ

ティカチ

上村(1961)にあげられているハンス、ハンツ（甘藷）も奄美方言からの借用語彙の可能

性があり、しかも、甘藷が沖縄、奄美地域で栽培されるようになった時期をさかのぼらな

い、それほどふるい時代のものではないとかんがえられる。ちなみに、甘藷をハンス、ハ

ヌスなどというのは奄美大島南部地域におおい。このように寸奄美大島から移住した人々

が持ちこんだ語彙もあるとかんがえられるので、慎重な比較研究がなされなければならな

いのは当然であるが、しかし、先にあげた身体名称をふくむ単語は、借用されにくいもの

のようにおもわれる。

§４．おわりに－あらたな課題

トカラ方言は、北からの影響をつよくうけているのだが、それだけではなく、南からの

影響も少なからずうけている。それは幾重にもかさなってトカラ方言を形成しているので

あろう。その幾重にもかさねられた薄衣をていねいにめくることは、トカラ方言の構造を

10上村孝二(1961)ではトカラ列島のどの島の方言なのかは不明。

１１斎藤毅(1980）「中之島および宝島における野生植物の利用形態」

自然と文化』古今書院）による。

（「トカラ列島―その
￣
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「．｣＿￣

あきらかにするだけでなく、琉球方言と九州方言との交流、琉球方言形成のプロセスを解

明する重要な作業でもある。

トカラ列島以北の方言にはみられない琉球方言に固有の現象にはどういうものがある

のだろう。琉球方言に固有の語彙として、ｗｕｎａｉ（をなり・兄弟からみた姉妹）、ｊ

ｉｋｉｚ（ゑけり・姉妹からみた兄弟）をあげることができるが、その他にはどういうの

があるだろう。琉球方言に固有の文法現象には何があるか。「狭母音化」はなぜトカラ方

言や九州方言にはみられず、琉球方言にだけみられるのか。

いつぽう、琉球方言のどこがトカラ方言や九州方言と共通で、なぜそうなっているのか。

これまでの琉球方言研究の蓄積を士台にして、それらを解明していくことによって、琉球

方言とは何なのかをあきらかにしていくためのてがかりをえることができるだろう。トカ

ラ方言の調査・研究は琉球方言研究にとっても重要であり、トカラ方言や九州方言にもっ

と注目していかなければならない。そして、この課題を解決するために、いまのうちに調

査しておかなければならないことはないだろうか。いまの琉球方言研究に足りないのは何

か。トカラから琉球を見る目をもつことが必要なのである。

【参考文献】

式根利治(1932）「宝島方言集」（『方言」2-1）
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平山輝男編(1967）「トカラ群島・屋久島・種子島の方言」（「国語学」６９）

上村孝二(1961）「九州・琉球方言の語彙－南九州」（『方言学講座第４巻」東京堂出版）

平山輝男編(1969）「薩南諸島の総合的研究」

家村睦夫(1971）「中之島の方言の音韻について」（「鹿児島地理学会紀要」19-2）

田尻英三(1975）「トカラ列島（中之島・平島）のアクセントと語彙」（「語文研究」39.40）
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木部暢子(1993）「トカラ列島宝島の中舌母音」（『国語国文薩摩路」３７）

上村孝二(1998）「九州方言の概観」（『九ｌ'ﾄ|方言、南島方言の研究」）

木部暢子(2000）「吐喝劇の方言」（「＋島村誌」）

木部暢子(2000）「トカラ列島の方言」（『西南部九州二型アクセントの研究』勉誠出版）

田畑千秋(2002）「トカラ列島の言語事`清一諏訪之瀬島にのこる奄美方言一」（『国文学解

釈と鑑賞』８４８号）

野原三義(1980～1986）「琉球方言と九州諸方言との比較Ｉ」（「沖縄国際大学文学部紀要

（国文学篇）』第８巻第１号～第１２巻３号）

上村幸雄(1993）「琉球列島の言語・総説」（『言語学大辞典』第４巻下巻、三省堂）

(狩俣繁久琉球大学法文学部教授）
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補資料について

トカラ方言に関するふたつの資料を掲載する。

ひとつは、鹿児島本土の揖宿郡穎娃町青戸、トカラ列島鹿児島郡十島村宝島、奄美大島

の大島郡笠利町佐仁のみつつの方言の語彙をならべて､比較できるようにしたものである。

そこで提示された語彙は、沖縄言語研究センターが作成した『琉球列島の言語の研究一第

一調査票その２」のものである。もうひとつは、宝島方言の語彙で、これも沖縄言語研究

センター『琉球列島の言語の研究一第二調査票｣｢琉球列島の言語の研究一第三調査票』『琉

球列島の言語の研究一第四調査票」を使用した調査でえられたものである。

十島村宝島の資料は、幸地一氏が１９９３年８月１９日から８月２６日の期間に現地調査に

よってえられたものであるd穎娃町青戸の資料は、狩俣繁久と冨高康一のふたりが１９９３

年９月２９日、３０日に現地調査によってえられたものである。いずれもみじかい期間に、

しかも鹿児島方言の調査に不'償れなままおこなった調査であり、その後の確認調査もおこ

なっていないので、かならずしも十分なものとはいえず、注意して利用しなければならな

いが、鹿児島、トカラ、奄美のみつっの地域の方言を比較してみる参考資料として掲載し

た。第一調査票は身体部分、動物、植物にかかわる基礎的な語彙である。

奄美大島の最北端の笠利町佐仁の資料は、かりまたが２０００年から現地でおこなってい

る調査によってえられた資料に、２００２年、２００３年に琉球大学琉球方言研究クラブの現地

調査でえられた資料をくわえたものである。佐仁方言は他の奄美大島の諸方言にはない音

声的な特徴をもっていて、典型的な奄美大島の方言とはいえないが、語彙的にみて他の奄

美大島（とくに北部）の方言とおおきくかわるところがなく、最北端でトカラ列島にもっ

ともちかい方言であることから、ここに掲載した｡話者の名前をおひとりずつあげないが、

くわしくは、かりまたしげひさ(2003)『奄美大島笠利町佐仁方言の音声と語彙｣、琉球方言

研究クラブ(2003）「琉大方言第１８号一奄美大島笠利町佐仁方言の基礎語彙と民俗語彙」

を参照。

穎娃町青戸の方言も宝島の方言も、おなじように、それぞれの地域を代表する方言とは

かならずしもいえないかもしれないが、同一の項目を調査した資料を提示するという意味

で掲載した。

第二調査票には、食、住、衣に関する基礎的な語彙、地形、自然（太陽、月、風など)、

道具、民具、時間（今日、明日、朝、昼、一月、二月など)、数（一つ、－つ、一人、二人、

たくさん、少しなど）などの語彙が、第三調査票には親族、人間関係、空間（上、下、東、

西など)、代名詞（あなた、私、これ、それ、いつ、どこなど）の語彙が、第四調査票には、

形容詞、擬声擬態語が、それぞれ収録されている。
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比較資料穎娃方言、宝島方言、佐仁方言

穎娃町青戸 十島村宝島 笠利町佐仁
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穎娃町青戸 十島村宝島 笠利町佐仁
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Ｌｋｏｊｕｂｉ

ＬｔＳＵｍｅ

ＬａＪｉ

ＬａＪｉｎｏｋｏＺ

ＬａＪｉｎｏＪｊｔａｈａｒａ

Ｌｍｏｍｏ

ＬｔｓｕｂｕＪｉ

Ｌｍｕｋａｓｕｎｅ

ＬｔＳＵｔＯ

Ｌｋａｋａｄｏ

ｋｉｂＦｓｕ

Ｌｊｏｋｏｎｅ

Ｌｂａｔａ

Ｌｔｊｉｍｂａ

ＬｄｏＺ

Ｌｋａｒａｄａ

Ｌｈａｄａｋａ

ＬｈａｄａＪｉ

Ｌｋａｔａ

ＬｍＵｎｅ

ＬｔＪｉｔＪｉ

ＬｔＪｊｔＪｉ

ＬｔＪｉｔＪｉｋｕｂｉ

Ｌｈａｒａ

Ｌｈｅｓｏ

ｏｔｏ１Ｊｉ

ＬｗａｋｉｎｏＪｊｔａ

Ｋｕｓｕｒｉｊｕｂｉ

ｌｈｕａ可ｊｕｂｉ

ｔｚＩｒＹ

ｐｆａｒｇｉ

？ｗａｂＩ

？ｕｒａ

ｍｏ｢Zピabura

t生「P`ｕｓ色

ｓＩ「ｎｌ

ｈｕｒｂｕｒａ

？ａｒｄｏ

ｐｆａｇｉｎｕｇａｒｂｕ

ｍａｒｔ`ａｂａｓＩ

ｍａｒｔ`ａ

ｇｅｔピａｐｆａｇｉ

ｄｕ

ｄｕ

ｐｆａｒｄａ

ｈａｒｒａｐｆａｇｉ

ｈａｒｔ`ａ

ｎl／ilIgut3i

t3i

t3i

tJim｢ｂａ

Ｈ３ｕｚ

ｋａｒｒａ７ｄａ

ｈａｄａｒｇａ

ｈａｒｄａｓ

ｋａｒｄａ

ｍｕＴｎｅ

ｔＪｉＨ３ｉ

tJiku「ｔ

ｈａ「ｒａ

ｈｅ丁so／be丁so

Ｗａｒｔ`ａ

ｐｆｕｒｓｕ

ｎｌｒｕｔ`uＪｉ

ｈａｒｆａｐｆａｒａwａｎｎｏＪｊｒｔａ

－２２１－



￣ゴロ･･･'ﾋﾞ･坐＝

穎娃町青戸 十島村宝島

名目
〉かた
便
便
茎
丸
嚢
陰
経

項
静
腰
尻
尻
小
大
陰
睾
陰
女
月

笠利町佐仁

Ｊｅｎａｒｇａ

ｋｏＪ

ｋｅｔ

Ｊｉ二ｔａｂｉｒａ

ＪｉｒｂｉＮ

ｋｕｒｓｏ

ｋｉｎｔａｍａ(?）

ｋｉｎ「ｇｏ１ｒｏ

ｇｏ１ｒｏ

ｍａｎＨ３ｕ

ｇｅＦｋｅｉ

／tjimno｢ｉｎｕＮ

ｉｒｊａ

ｒｈｅ

ｋｅｎｎｏｓｕ

・ｋａｗａ

ｈａ「ｄａ

ＪＦｗａ

ｉｒｒｅ１ｄｚｕＮ

ｈＦｎｅ

ｈｏｒｊ１ｅ

ｒｓｕｔ

ｒｎｉｋ

「ｔＪｉ

ｔＪｒ１ｓｕｔ

「ｉｎｊａｋ

ｈｕｉｒｂｕｓ

ａｒｓｅ

ａｒｓｅｔ／aserbo

korge/arga

hogu｢ro

a｢Tlza/a可ｂｅ/ｈｏｊｏｇｅ

ｉｎｎｏｋｕｓ「ｓｏ

ｍＫｉｓ

ｋｏｔ（～kob）

ｎｅｔｒｔｏ/ｈｅｎｒｔｏ

ｒＵＮ

「ｔｊｕ

Ｊｉｇｇａｒｓａ

Ｊｉｔａ｢ｋｉｔ

ｋｏ「ｇｏ丁ｒｏ

ＬＪｅｎａｋａ

ＬｋＯＪｉ

ＬＪｉｚ

ＬＪｉＺｂｕｔａ

ＬＪｏｍｂｅＮ

ＬｋＵｓｏ

ＬｔＪｉｍＰＯ

Ｌｋｉｎｔａｍａ

ｎａｒｇａｎ１

ｈｕ｢Ｊｉ

ｍａ「ｒｉ

Ｊｉｂａ「ｒｉ

Ｋｕ「ｓｕ

ｍａｒａ／so

lfinピａｚ

６－．

ｐｕｇｕｒｌ

ｌｏ

ｐｌ

ｔｓｌｒＫｉｎｕｍｕＮ

／ｄｕ｢numuN

?atbdzaN
C・・

ｐｌ

LｔｓｕＺｂｉ

Ｌｇｅｋｋｅｉ

乱
墨

筋
も

と

一
え
屍
肛
肌
皮
鐡
川
毛
骨
腱
肉
血
雌
脈
醐
汗
批
垢
縣
癒
棚
傷
瘤
ね
膿
瘡
折
折
心
動
鳥
虫

な
門

ぶ
蓋
癬

物

Ｌｉｊａ～ｉ１ｊａ

Ｌｈｅ

ＬＪｉｚ

Ｌｋａｗａ

Ｌｈａｄａ

ＬＪｉＷａ

Ｌｉｒｅｄｚｕｍｉ

Ｌｋｅ

Ｌｈｏｎｅ

Ｌｓｕｄ３ｉ

Ｌｎｉｋｕ

ＬｔＪｉ

ＬｋｅｋｋａＮ

Ｌｍｊａｋｕ

Ｌｈｕｊｊ

ＬａＪｅ

ＬａＪｅｂｕ

Ｌａｋａ

Ｌｈｏｇｕｒｏ

Ｌａｄｚａ～Ｌａｄｚａ

ｉＺ丁ｍｏｒｅ

Ｌｋｉｄｚｕ～Ｌｋｉｄｚｕ

Ｌｋｏｂｕ

Ｌｎｅｂｕ

ＬｌⅢｎｌ

ＬｔｏｎｇｏＺ

ＬＪｊｔＳｌｇａＳａ

ＬＪｉｒａｋｕｍｏ

ｐｆａｒｄａ

ｈｏ

Ｊｉ｢Wa

pfadziM（

ｐｆｉｒｇｉ／Ｍ

ｐｆｕｒｎｒ

ｓｌ丁ｄｚＩ

(昔の女がした）

t3i

ｎａＺｒＫＵ～ｎａｒｌｆｕ

？ａｒｓＩ

？ａｒｓＩｂｕ

ｐｆｌｒｇｕｒｕ

?ａ｢dza

?ａ｢ijlza

？ｉ７ｂｉｒｉＮ

Ｋｉ｢dzl

ｎＩ「ｂｕｔ`ｕ

?ｕ｢Ｎ

,jｏｒｇｏｇａｓｓａ

ＫｏｒＺｒｏ

？ｉｒＫｉｍｕＮ/ｈＩｄａｍｕＮ

ｔｕ｢rｉ

ｍｕｒＪｉ

kerda1muN/ke可ｍｕＮ

ｔｏ丁ｉ

Ｔｎｕｓ

LｉｋｉｍｏＮ

ＬｔＯｉ

ＬＪｎＵＪｉ

－２２２－



穎娃町青戸

名
爪

目
爪
蹴

し

項
魚
雄
雌
豚
珊
鰍
馬
牛
山
肉
脂
赤
肝
腎
田
口
腸
肋
肺
心
内
犬
猫
鼠
猿
爪
角
尾
鶏
鶏
鶏
雛
卵
巣
翼
羽
ロ
雀
鳩
烏
蟻
蜂
蠅
蚊
蜘

羊
肉
肉
臓
臓

骨
臓
蔵

の
の

ぱ
蛛

十島村宝島 笠利町佐仁

ｊＴｗｏ

ｏｔ１ｔｊＵ／ﾊot

met/inen｢tjWine｢ｎａ

ｂｕ７ｔａ

ｏｊａｂｕｔａ

ｔａｎｅｂｕｒｔａ

ｍｚ「ｉｎａ

Ｎ１Ｊ～Ｎ１ｓ

ｊａｎｉ／ｒｊａＮ(古）

ｒｎｉｋ

Ｊｉｒｏ｢ｉｎｉ

ａｒｇａ７ｍｉ

ｋｉｍｏ

ｄ３ｉｎｄｚｏ

トｉｚ

ｗａｒｄａ／hａｒａｗａｒｄａ

?』ｕ

,ｉｒｎｇａ

ｉｌｒｎａｇｕ

?wa

Rwa1mutJi?wａ

ｔ`ａｒｎＩ?wａ

?､ａ

？ｕｒＪｉ

ｌｊｊａｍｄｚａ／ｊａｇｉ

ＪｊｒＪｉ

（?ａｂｕｒａ?）

ＪｊｒＪｉ

Ｘｊｏ｢５

pＩｕｒＫｕ

ＬｌＭ７０

ＬＯＳＵ

Ｌｎｌｅｓｕ

Ｌｂｕｔａ

ｋｏｔｏｉｊｏ二ｎｏ

Ｌｔａｎｅｂｕｔａ

ＬＵｌｎａ

ＬＵｊｉ

ＬＪａｇｌ

Ｌｎｉｋｕ

ＬＪｉｒｏｎｉｋｕ

Ｌａｋａｎｉｋｕ

Ｌｋｉｍｏ

ＬｈＵｋｕ

Ｌ１

ＬｔＪＯＺ

Ｌａｂａｒａ

ｈａ７ｉ

ＬＪｉｎｄｴｏＺ

Ｌｎａｋａｗａｔａ

Ｌ１Ｎ

Ｌｎｅｋｏ

Ｌｎｅｄｚｕｍｉ

ＬＳａｒＵ

ＬｔＳＵｍｅ

ＬｔａｍＯ

Ｊｉｚ可ｗｏ

ＬｎｉＷａｔＯｉ

ＬｔＳＵｍｅ

ｂｕｔａ

ｗａｔ`ａ

ｓ色ｍｂｕｎｌａｒｂａ７ｒａ

ｈａ丁ｉ

ＪｉｎＨｚｏ丁Ｚ

ｗａｄａ

ｒｉＮ

ｎｅｒｇｏ

ｎｅＨｚｕＮ

ｒｓａｉ

ｔｊｉｎｍｅ

ｔｊＵｒｎｏ

ＪｉＺｒｂｏ

ｎｉｗａｒｔｏｉ

ｔｊｉｎｍe

kend3u｢ｉｎｅ

ｈｉｒｊｏ~ｉｋｏ

ｔａｍａｒｎｏ

ｒｓｕ

ｈａ１ｎｅ

ｈａ７ｎｅ／ｈｏ７ｒｏ

ｋｕＦｂａＪ

ｓｕｄｚｕＲｎｅ

ｈａｒｄｏ

ｋａｒｒａｓ

Ｊｉｒａｉ／ｓｕ｢Wａｉ

ｒｈａｔ

Ｔ１ｅｚ

ｋａ

ｋｏｔ

(司易 ｗａｔ`ａ

？ｉｒＮ

ｍａｒｊａ

ｎＩｄｚｌＮ

ｓａｒｒｕ

ｔｚｌｒＹ

ｔｚｒｎｕ

ｄｚｌｒｂｏ

ｔ`ｕｒｒｉ

ｔｚｌｒＴ

ｐＦｉ１ｊｏ

ｆａｒＺｇＯ/ｈｕｒｇａ

Ｓ１

ｐｆａ｢nｇｉ

ｐｆａｒｎｌ

Ｌｈｉｊｏｋｏ

ＬｔａｒｎａｇＯ

ＬＳＵ

Ｌｈａｎｅ

Ｌｈｏｒｏ

ＬｋＵｔＪｉｂａＪｉ

Ｌｓｕｄｚｕｍｅ

Ｌｈａｔｏ

ＬｇａｒａＳＵ

Ｌａl

LhatJi

LhwtjZ

Lka

Lkumo

(古）

，ｊｕ｢ｎｄｕｒｉ

ｐｆａｒｔｂ

ｇａｒｒａｓ１Ｎ

?ａ｢Ｎ

ｐｆａ｢ｔ３ｉ

ｐａｒｉ

ｇａＨ３ａＮ

ｋｕ｢inｏ

－２２３－



穎娃町青戸 十島村宝島

名
め

目
り

し
貝

賊
ぶ
老

項
蚤
颪
徽
雛
雛
蛇
呵
帖
鯛
鯨
亀
蛸
烏
こ
蟹
海
鱗
鰭
鯉
巻
二
蝸

貝
枚
牛

笠利町佐仁

｢noN／（｢no、）

ＪｉｒｔａＮ

ｔｊｏＺ『ｔＪｏ

ａｒｇｅＪ／ｂｏｒｉ

ｋｏＺ｢ｉｎｏｉ

｢inuJ

ｎｕ｢Ｎ

Ｊｉ「raN

habIra/tjOz可tJo（粉

,jｅｒＺｄｚａＮ

ｋｏＺ１ｍｏｒｉ

LnOInl

LJiraIni

LtJOZtlO

Lw色ｚｋｊｏ

ＬｋｏＺｍｏｒｉ

Ｌｈｅｂｉ

Ｌｈａｂｕ

ＬＪａｌｎＯｌ

Ｌｉｒｕｋａ

Ｌｋｕｄ３ｉｒａ

Ｌｋａｍｅ

Ｌｔａｋｏ

Ｌｉｋａ

ＬｋｏｂｏＪｉｍｅ

Ｌｇａｎｅ

Ｌｅｂｉ

Ｌｕｒｏｋｏ

Ｌｈｉｒｅ

Ｌａｎｌ

Ｌｋａｉ

ｍａ｢Tl3uN

JoZ可ｂＩｎＪ山abmja

pfut`ｕ

Ｋｕｄ３ｉｒａ

ｈａｒＴ

ピa｢u

？ｉ｢Rja

ｊａ｢ｉｎｏｉ

ｉｒｕ「ka

kud3i「ｒａ

ｋａＲｎｅ

ｔａｒｇｏ

ｉ－Ｉｇａ～i７ｋａ

ｇａ１ｎｅ

・I､ｊｅｔ

ｕｒｏｒｋｏ

ｈｉ１ｒｅ

ｊｅｒｒａ

ｒｋｅ

ｍｉｒｎａ

ｋａｔａｔｊＵＲｎｕｉ

／dendemnuJ

maRne可ｋｕＪ

ｂｉｔ可ｔａ／ｂｉｔ１ｔＪａ

ｇｅｇｏｎｒｋｏ

ａｍａ｢ｉｎｅ

ｏｎｎａ｢ｉｎｅ

ｔａ丁ｇａ､

へｓｅｔ

ｍｅｍｅｄ３ｉｒｒＯ/fne｢ineJ

ｇａ｢１J

？ｉｒｂｉ

ｍｒｒｉＫｉ

？ａｒｇｉ

ｎａ

LdendenmuJi tｚｌｎｎａ

ジ
的
り

茎
ク
・
ャ
ぶ

一
ら

の

邦
蛙
桝
莞
蝋
鵬
蝉
馴
罠
木
草
繍
菜
稲
穂
米
籾
籾
藁
甘
甘

が
藷
藷

ｎａｍｅＫｕｄ３ｉ

ｂｉｋ｢ｌｄａ

ｍｏｔｔ３ａｒｒａ

ｐｌｕＢ１ａｔｏ

？ｉ－１Ｊａｔ'ｏ

ｇａｔｒｔ，ａ

？ａｒｓａｓａ

ｂｉｒｎｄｚａ

？ｕｒｔ`aＪｉｋａｇｏ（目白用）

ｈｌ

ｌｆｕｒｓａ

ｍｏ/ｎＪｏｎｕｋｕｓａ

ｎａ

?､ｉ

Ｐｕ

ｈｕ｢Ｔ

ｍｕｒｉｎｉ

ｓｌｌｍ~'ｐｆｕ

Ｗａｒｒａ

｢tbN

tbn7gara

Ｌｎａｍｅｋｕｄ３ｉ

Ｌｂｉｋｉ

Ｌｂｉｋｉｎｋｏ

ＬｊａｌｄｍＶａ

Ｌｋａｍａｋｉｒｉ

ｋａｔｏ－１ＺｄｚＩ

ＬＪｅｂｉ

Ｌｍｉｍｉｄｍ

ＬＷａｎａ

Ｌｋｉ

ＬｋＵｓａ

ＬｋａｉｓｏＺ

ＬｎａＰＰａ

Ｌｌｎｅ

Ｌｈｏ

Ｌｋｏｍｅ

Ｌｍｏｍｌ

ＬＸｎＯｍｌｇａｒａ

ＬＷａｒａ

Ｌｋａｒａｉｍｏ

ｗａ｢na/ｂｒｔｏＪ（目白用）

ｒｋｉｚ

ｋＵｒｓａ

ｒｎｏｉ

ｊａｒｓｅ/ilaN｢hａ

「ｈｏ

ｋｏＲｎｅ

Ｉｎｏ可Ｎ

ｎ１ｏＮ「ｎａ７ｒａ

１ﾊｒａｒｒａ

ｋａｒａｉ｢ino

d3Lpra Lkara／iｍｏ－１ｎｋａｒａ

－２２４－



穎娃町青戸 十島村宝島

名
葉

一
千
一
千

ヤ
く

る

目
の

が
ず
黍
黍

生
ト

イ
に
こ

子
ん
ま
ぎ

項
臘
畔
野
岼
艸
仇
蝿
瑚
粟
豆
落
大
小
麦
蓬
茄
胡
南
西
冬
糸
苦
ト
大
人
牛
蕪
胡
（
ね
に
に
き
力
麹
竹
竹
松
蘇
あ
が
蒲
ふ
桑

花
麦
麦

子
瓜
瓜
瓜
瓜
瓜
瓜
マ
根
参
美
麻
（
ぎ
ら
ん
の
ピ

の
鉄
だ
じ
葵
く

笠利町佐仁

d３ｕ７ｒａ

ピaz1maN

mariv/pfart`emaN

，ｊａｒｚｉＮ

ｄ３ａｒｇａｉｍｏ

，ｊｏｒｇｏｍａＮ

ｎｒｇｉ

ｔｂｋ~ｌＫｉｂｉ

？ａ｢Ｗａ

ｍａ「T

d3i｢inaT

？ｕＺｍｕｇｉ

Ｋｏｍｕｇｉ

ｍｕｒｇｉ

ｐｆｕ｢ｆｚｌ

ｎａｒｓｕｂｉ

ｈｕｒＺｒｉ

ｔｚｌｂｕｒｕ

ｓ色k丁Ｒｗａ

Ｊｉｒｂｕｒｉ

ｎａｒｂｌｒａ

ｎｉｒｇｊａｇｕｒｉ

ｔｏｎｌａｔｏ

ｄｏｒＫｏｎｅ～ｄｏｒｈｏｎｅ

ＬｔａｉｍＯ

ＬＳａｔＯｉｍＯ

ＬｊａｍａｉｍＯ※

Ｌｄ３ａｇａｉｍｏ

Ｌｇｏｄ３ｅｍｉ

ＬｓａｔｏＺｋｉｂｉ

ＬｔｏＺｋｉｂｉ

Ｌａｌｗａ

ＬＸｎａｌｎｅ

ＬｄａｋＵＪＪｏ

ＬＯエＩｎＵｇｌ

Ｌｋｏｍｕｇｉ

ＬｍＵｇｌ

ＬｈＵｔｓｕ

Ｌｎａｓｕｂｉ

ＬｋｊｕＺｉ

ＬｂｏＺｂｕｒａ

Ｌｓｕｉｋａ

ＬｔＯＺｇＷａ

Ｌｉｔ。，Ｕｉ
ｌ、

ＬｎｌｇａＵｌ

ＬｔＯｎｌａｔＯ

ｄｌ７ＺｋｏＮ

Ｌｎｉｎｄ３ｉＮ

ＬｇｏｂｏＺ

Ｌｋａｂｕｒａ

ＬｇＯｍａ

ＬＰａＰａｌＪａ

Ｌｎｅｇｌ

Ｌｎｌｒａ

Ｌｎｉｎｎｉｋｕ

Ｌｋｉｎｏｋｏ

Ｌｋａｂｉ

ＬｋｏＺｄ３ｉ

Ｌｔａｋｅ

Ｌｔａｋｅｎｋｏ

ＬＪｎａｔＳＵ

ＬＪＯｔｅｔＳＵ

ＬａｄａＮ

Ｌｇａｄ３ｉｍａｒｕ

Ｌｋｏｂａ

ｓａｒｄｅ１ｍｏ

ｊａｍｏｉＲｎｏ

ｄ３ａｒｎａ７ｔａ

※宝島にはない

sadokit／ｂｇｇａｒａ

ｔｏｒｋｉｔ

ａ｢Ｗａ

ｍａ｢ｉｎｅ

ｄａｋ｢ｋｉ１Ｊｏ

ａｒａｍｕｋ～ａｒａｍｕＮ

ｋｏ－ｌｍｕＮ

｢ｉｎｕＮ

ｒｈｕｔ

ｎａｒｓｕｔ

ｋｉ「ｕｉ

ｋａ「bu1tJa

su｢ga／ｓＵｒｋａ

ｔｊｕ｢ｎａ

ｉｄｏｒｕｉ

ｎｉｎａ｢ｂｏｉ

ｔｏＲｎａ丁ｔｏ

ｄｅｒｇｏＮ

ｎｉＨ３ｉＮ

ｇｏｒｂｏ

ｋａ１ｂｕ

ｇｏＲｎａ

ｎｌＺｄｚＩＮ

ｇｕｒｂｕ

ｋａ「ｂｕ

？ｕ「ｇｕｗａ
ｌｌ・

ｐａｐａＪａ

Ｋｉ「ｂｉｒａ

ｂｉ「ｒａ

ｐｆｕ｢ru/Pfrrru

Kinolfo/haba

hoU3i

ｎｅｒｇｉ／ｈｉ１ｚ

ｎｉｒｒａ

ｕ「ｈｉＺ

ｋｉｎｏｒｋｏ

ｍｏｒｊａ

ｎｋｏＪ

ｔａ１ｇｅ

ｔaｒｇｅＴｋｏ

ｍａｎｒｎｏｋ、

ｓｏｒｔｅｔ

ｄ色ｒｚ

ｄ色rZld<ｗａ

ｍａ｢tzI

s色｢ピetzr

？ａ「ｄａｎａｇ１

ｇａ｢Ｉｌｚｌｍａｒｕ

ｈｕ「ｂａ

ｌ(ｗａ｢Tl3igl

RWa1zgI

ｂｉｒｒｏＺ

｢kｗａ Lｋｕｗａ

－２２５－



穎娃町青戸

名
綱
劃
約

ｊ

曰
く
Ｉ
Ｉ

花
芽

枝 先
さ
草

桑
踊
の

肉
お
人
布

項
醗
鵠
鵠
麻
薄
仏
螂
芽
木
花
茎
実
種
皮
果
根
幹
枝
梢
梢
葉
鰊
あ
海
昆

く

十島村宝島 笠利町佐仁

LｂａＪｏＺ

ＬｂａＪｏｎｎａｉ

ＬｂａＪｏＺ

ｂａＴａ

ｂａｒＪａ

,ｊａｒＺｂａＪａ

？arsa

garja

tJoZ1t3imbana

tさU~'ｓｕｄ３ｉ

ｍｌｒｄａｔ３ｉ

ｂａｎａ「ｎａ

ａｒｓａ

ｓｕｓｕｇ「ｇｏ

ｈａｉｂｉｓｕｒｋａｓ

ｔｊｕ１ｔｊｕＪ

ｒｎｅ

ｒｎｅ

ｈａｒｎａ

ｒｋｕｋ

Ｔｎｉｚ

ｓａｎｅ

ｋａ｢Ｗａ

ｍｉプェ

ｎｅ/j1e｢ｂａｉ

Ｈ１ｏｋ

ｊｅ丁ｄａ

ｄ３ｕｔ

ｊｅｄａｈａｎｅ

ｒｈａ

ｔｏ｢bｅ

Lｓｕｓｕｋｉ

Ｌｈａｉｂｉｓｕｋａｓｕ

ＬｔｓＵｔｓｍ３ｉ

Ｌｍｅ

Ｌｋｉｎｏｍｅ

Ｌｈａｎａ

Ｌｋｕｋｉ

Ｌｍｌ

Ｌｔａｎｅ

Ｌｋａｗａ

ｐｆａｒｎａ

のｕｒｎＩ

ｎａｒｒｉ

ｔ`ａｒｎＩ

ｈｏ

ｍｉ

ｎＩ/pfirgl（根毛）Ｌｎｅ

Ｌ１ｎｉｋｉ

Ｌｅｄａ

ＬＵｒａ

ＬＵｒａ

Ｌｈａ

ＬｔＯｇｅ

，ｊｕｒｄａ

ｐｆａ「ｎａｄｚａＫｉ

Ｐａ

ｇｉ

？ｏ丁ｓａ

ｍａｒｌｆｕｒｉ

Ｋｕｒｂｕ

ｍａ１ｇｕｉ/iｎａ１ｇｕｊｕ LＪｎａｋｕｉ

Ｌｋｏｂｕｋｏｐ

－２２６－



十島村宝島方言資料

し

項水湯鮪茶酒酒鯛肌困鮒粥塩鋤鵬酢雷油蝿晉粉》雛殴蝋》煙煙一フ家柱床壁屋瓦茅一Ｆひと台便豚
須
］

め
数

胸
噸
所
所
小
屋

［
曰

草
管
オ

根

第２調査票

倉馴剛醐砥門鈩帷薪火炎煙灰煤》騨釜糊“》》拙》》》
じ

癖
轆

ど
臼

緬
澗
皿
箸
匙
臼
磨
杵
杵
脚
鯏
棚
榊

甕
壷

Ｌｋｕｒａ

Ｌｋａｄｏ

ＬｋａｅＮ

Ｌｋａｋｉ

ＬｉＪｉｇａｋｉ

ＬｋｉｄｏｇｕｔＪｉ（｢木戸ﾛ」に対応）

ＬＫａｗａ（Ｃｆ川ＬｋｏＺｒａ）

Ｌｋａｍａｄｏ

ｔａｋｉ７ｍｏＮ

Ｌｈｉ

Ｌｈｏｎｏｈｏ

Ｌｋｅｍｕｉ

ｈｗ色丁Ｚ

ＬＳＵＳＵ

Ｌｄ３ｉｒｏ

Ｌｎａｂｅｋａｍａ／Ｌｎａｂｅ

Ｌｋａｍａ

ＬＪｉｒｕｎａｂｅ

Ｌ１ＺｇｅＺ

ＬＪａｋｕＪｉ

Ｌｏｎｄ３０ＺｉＺｇｅＺ

ＬｊａｋａＮ

ＬｔＪｏｋａ

ＬｈｊｕＺ～ＬＣｕＺ

ＬｔＪａｗａＮ／Ｌｊｕｎｏｍｉｄ３ａｗａＮ

Ｌｇｏｋｉ

ＬｍｅＪｉｇｏｋｉ

ＬＪｉｒｕｇｏｋｉ

ＬＳａｒａ

ＬｈａＪｉ／Ｌｔｅｍｏｔｏ

Ｌｓａｄ３ｉ

Ｌｕｓｕ／ｋｉ，ｕｓｕ（搗き臼）
。，

ＬＳＵｒｌＵＳＵ

Ｌｎａｄｅｇｉｎｅ

Ｌｋｉｎｅ（Ｔ字型Ｄ

Ｌｈｊｋｉ，ｕｓｕ

Ｌｏｋｅ

ＬｔａｎｇＯ

ＬｈｊＪａｋｕ

ｂｕｔａｍｍｏｍｂａtＪｉ

Ｌｔｏｋｋｕｉ

Ｌｔｓｕｂｏ

Ｌｍｉｄｚｕ～Ｌｍｉｄｚｕ

ＬＪＵ

ＬＪＵｇｅ

ＬｔＪａ／ＬＯｔＪａ

Ｌｓａｋｅ（日本酒）

ＬＪＯＺｔＪＵＺ（焼酎）

ＬｍｅＪｉ

ＬｍｅＪｉ

ＬＯｔＳＵｊＵ

Ｌｏｋａｄｚｕ

ＬｂｏｒｏＺ

ＬＪｉＯ

ＬＪＯＺｊＵ

ＬＩｎｌＳＯ

ＬＳＵ

ＬｋｏＪｏＺ

Ｌａｂｕｒａ

ＬＳａｔＯＺ

ＬｋｗａＪｉ

Ｌｋｏｎａ

若いころ3回しま３回

ＬａｓａｍｅＪＭ６:30～7時ごろ）

ＬｈｉｎｍｅＪｊ（12時ごろ）

ＬｊｏＺｍｅＪｊ（7時ごろ）

'0時ごろ。たまに摂る。糊りな名称はない

Ｌｔａｂａｋｏ

ＬｋｊＪｅｒｕ

ＬＳａＯ

Ｌ」ｅ

ＬｈａＪｉｒａ

Ｌｉｋａ

Ｌｋａｂｅ

ＬＪａｎｅ

Ｌｋａｗａｒａ

Ｌｋａｊａ

ＬｔＯ

ＬｈｊｕＺ～ＬＣｕ二

Ｌｔ色Ｚ

Ｌｓｕｉｄ３ｉｂａ

Ｌｂｅｎｄ３ｏ

Ｌｂｕｔａｇｏｊａ

－２２７－



ＬｋａｎａｄｚｕｔＪｉ

ＬｎＯＩｎｌ

ＬｋｉＺ

Ｌｋｕｉ

Ｌｏｎｄ３ｏＺｈａｍｍａＺ

Ｌｈｉｍｏ

Ｌｎａ研ｒａ

Ｅｔｓｕｎａｂｉｒａ

ＬｒＯＺＰＵ

Ｌｈａｒｉｇａｎｅ

Ｌａｌｎｌ

ＬｇＯｒｎｉ／ＬｔＪｉｒｉ

Ｌｈｏｋｏｉ

Ｌｔａ

Ｌａｄ３ｅ

Ｌｈａｔａｋｅ

ｓａｅｍｂａｔａｋｅ（?）

LＩｎＵｒａ

し

劉
釦
餅
刃
斧
鉈
加
鎌
柄
華
鍬
刀
鞘
鋏
鏡
櫛
馴
鵬
渤
襟
袖
裾
帯
窃
櫛
笠
綱
枕
綿
糸
針
布
紙
筆
字
絵
箱
袋
棒
竿
板
鋸
鉋
釘

り

綱
錐鑿錐杭槌紐綱綱綱繼網塵ほ田畦畑麺》蹄道橋船擢帆舵海島浜鰍波繍蛎陸土泥砂砂石岩金山丘谷阯

り一」

Ｌｈｕｔａ

Ｌｎａｂｅｎｈｕｔａ

ＬｈｏＺｔＪｏＺ

Ｌｈａ

Ｌｊｏｋｉ

Ｌｎａｔａ

ＬｋｏｎａｔａＮ

Ｌｋａｍａ

Ｌｅ

ＬｓＵｋｉ

ＬｔＯＺ３Ｗａ

ＬｋａｔａＮ

ＬＳａ］ａ

Ｌｈａｓａｍｉ

Ｌｋａｎａｍｉ

ＬｋｕＪｉ

Ｌｓａｂａｋｉ

ＬｋａｎｄユａＪｉ

ＬｋｉｍｏＮ

Ｌｅｌ

Ｌｓｏｄｅ

ＬＳＵＳＯ

Ｌｏｂｉ

Ｌｄ３ｏｉ

Ｌｇｅｔａ

Ｌｋａｓａ

ＬｈＵｔｏＮ

Ｌｍａｋｕｒａ

ＬＷａｔａ

ＬｉｔＯ

Ｌｈａｉ

ＬｎＵｎＯ

ＬｋａＸｎｉ

Ｌｈｕｄｅ

Ｌｄ３ｉ

Ｌｅ／Ｌｅｄ。ｕ

Ｌｈａｋｏ

ＬｈＵｋｕｒｏ

ＬｂｏＺ

ＬＳａＯ

Ｌｉｔａ

Ｌｎｏｋｏｎｉｒｉ／Lｎｏｋｏ

Ｌｋａｎａ

Ｌｋｕｎｉ

LmitJi／ＬｄｏＺｒｏ

ＬｈａＪｊ

Ｌｈｕｎｅ

Ｌｋａｉ

Ｌｈｏ

Ｌｋａｄ３ｉ

ＬＵｍｌ

ＬＪｉｍａ

Ｌｈａｍａ

ＬＪｉＯ

Ｌｎａｍｌ

ＬＪｅ／ＬａｒａｂｕＪｅ

Ｌｋｏｍｏｉ

Ｌｒｉｋｕ

Ｌｄｏｒｏ

Ｌｄｏｂｕ

ＬＳＵｎａ

Ｌｈａｂａｒａ（砕けた￣

ＬｉＪｉ

ＬｌＷａ

Ｌｋａｎｅ

ＬＪａｍａ

Ｌｏｋａ

ｋｏＺ７ｒａ

ＬｔＪｏＺｄ３ｏＺ

(砕けたサンゴ）

－２２８－



Ｌｈｉｒｕ

Ｌｊｏ，ａｋｅ

Ｌａｓａ（夜明け～8時ごろ）

ＬＪＯＺｇＯ

Ｌｇｏｄ３ｅｎｔＪｕＺ（８時~12時ごろ）

ＬｊＯｇＯｔＩＺ

Ｌｊａｔｓｕｄｏｋｉ

ＬｅＺｎｏｋＵｔＪｊ（７～8時頃をさす）

ＬｊＯｎＯｉＺｍＯｔＯ

Ｌｊｏｎａｋａ

Ｌｋｅｓａ

ＬａＳＵｎＯａＳａ

Ｌｋｏｎｎａ

ｋｉｎｏＺｎｏ７ｂａＮ

ｏｔｏｔｏｉｒｎｏ７ｂａＮ

Ｌａｓａｊａｋｅ

ＬｊｕＺｊａｋｅ

ＬｉｔＪｉｎｅＮ

ＬｉｋｋａＵｅｔｓｕ／ＬＣｊｔｏｔｓｕｋｉ

ＬｔｓＵｋｉ

ＬｎｉｔＪｉ

ＬｔＳＵｉｔａｔJｉ

ＬｔｓＵｋｉｄｚｕｅ

ＬｇａｎｔＪＯＺ

Ｌｍｉｓｏｋａ（１２月３０日をさす）

ＬｏＺｍｉｓｏｋａ（12月３１日をさす）

ＬｉｔＪｉｎａｔＳＵ

ｎｉｎａ「ｔｓｕ

Ｌｓａｎｎａｔｓｕ

ＬＪｉｇａｔＳＵ

ＬｇＯｇａｔＳＵ

Ｌｒｏｋｕｇａｔｓｕ

ＬＪｊｔＪｉｇａｔＳＵ

ＬｈａｔＪｉｇａｔｓｕ

Ｌｋｕｎａｔｓｕ

Ｌｄ３ｕＺｇａｔｓｕ

ＪｉｍｏｔｓＵｋｉ／Ｕ３ｕＺｉｔＪｉｎａｔｓｕ

ＬＪｉｗａｓｕ／Ｌｄ３ｕＺｎｉｎａｔｓｕ

ＬｔＯｊｉ

ＬｋｏｔｏＪｉ

ＬｄｌＺｎｅＮ

ＬＳａｒｌＺｎｅＮ

ＬｋｊｏｎｅＮ

ＬｏｔｏｄｏＪｊ

り
き
⑪
幻
ち

昼
醐
朝
酢
輸
妨
酬
蹴
酬
榊
陀
綱
舗
腋
撒
鯏
蜥
悴
』
珈
帥
雌
榊
胆
榔
螂
羽
胡
胡
朗
胡
胡
胡
朋
胡
相
梠
に
年
騨
雑
辮
離
職

十
月
月

き
て
日

曰

緬髄》》鮴馳駆］匡穴脚醐棚掴泉川剛秘聰地鯛影陰月帥肌雲雨風一風虹雷柵籏昧詔鮖舳聯鵬舶粥榊旧夜
づ

ＬｓａｋａｍｉｔＪｉ

ＬｈｅｉｔＪｉ

ＬｋｕｂｏｔＪｉ

ＬｍＯ１

Ｌｎｏｂａｒａ

Ｌｍａｋｉｂａ（牛用の牧場）

Ｌｇａｋｅ

Ｌａｎａ

Ｌｊｏｋｏ，ａｎａ

Ｌｔａｔｅ,ａｎａ

ＬＷａ（五円玉などの穴）

Lｍｅ（針などの穴）

Ｌｋａｗａ

ｋｏＺ丁ｒａ

ＬａＷａ

ＬａＷａ（せっけんなどの泡）

ＬＳＯｒａ

ＬｔＪｉ

ＬｔｅｎｔＯＺ

Ｌｋａｎｅ

Ｌｋａｎｅ

ＬｔｓＵｋｉ

Ｌｍｉｋａｄｚｕｋｉ

ＬｈｏＪｊ、

Ｌｋｕｍｏ

Ｌａｍｅ

Ｌｋａｄ３ｅ

ＬａｒａＪｊ

Ｌｎｉｄ３ｉ

Ｌｋａｍｉｎａｒｉ

Ｌｉｎａｂｉｋａｒｉ

ＬｔｅＤｋｉ

Ｌ１ｍａ

ＬｋｊｏＺ

ＬａＪｊｔａ

ＬａＳａｔｔｅ

ＬＳａＳａｔｔｅ

Ｌｓａｋｉｓａｓａｔｔｅ

ＬｋｉｎｏＺ

ＬＯｔＯｔｅＺ

Ｌｓａｋｉ,ｏｔｏｔＥＺ

ｃｉＪｊ丁ｔｌＺ

Ｕｏｒｕ

－２２９－



ＬｍｕｋａＪｊ

Ｌｈｕｊｕ

ＬｎａｔＳＵ

Ｌｈａｒｕ

Ｌａｋｉ

Ｌｋａｒｉ,ｉｒｅ

ＬｈＵｔｓｕｋａ

Ｌｍｉｋｋａ

Ｌｊｏｋｋａ

ＬｉｔｓＵｋａ

Ｌｍｕｚｋａ

Ｌｎａｎｋａ

ｊｏ丁Ｚｋａ

Ｌｋｏｋｏｎｏｋａ

ＬｔｏＺｋａ

ｈａｔｓｕ丁ｋａ

ｈｉｔｏ可ｔｓｕ

ｈｉ１ｚ

ｈｕｔａ~ｌｔｓｕ

ｈｕ可Ｚ

ｍｉｔ「ｔｓｕ

ｍｉ７ｚ

ＬｊＯｔｔＳＵ

ｊｏ１Ｚ

ＬｉｔＳＵｔＳＵ

ＬｉｔＳＵ

ｍｕｔｒｔｓｕ

ｌｎｕ丁Ｚ

ｎａｎａｒｔｓｕ

ｎａ丁ｎａ

ｊａｔｒｔｓｕ

ＬＪａＺ

ｋｏｋｏｒｎｏ丁ｔｓｕ

Ｌｋｏｎｏ

ｔｏ丁Ｚ

ｔｏ７ｚ

Ｌｄ３ｕＺｉｔＪｉ

Ｌｄ３ＵＺ「ｎｉ

ｄ３ｕＺｒｓａＮ

Ｌｎｉｄ３ｕＺ

Ｌｓａｎｄ３ｕＺ

Ｌｊｏｎｄ３ｕＺ

Ｌｇｏｄ３ｕＺ

Ｌｒｏｋｕd３ｕｚ

入り
つ

取
つ

つ
つ

つ
つ

つ
の
の

昔
冬
夏
春
秋
獅
羽
聿
叩
配
加
粗
川
加
相
叶
吐
Ⅱ
》
｝
加
納
紳
狗
よ
い
い
む
む
な
な
や
や
こ
こ
と
と
Ⅲ
屹
個
加
釦
如
印
印

日
つ

つ
つ
つ

な
な
っ

こ
こ
お
お

囎状弘臥臥臥畝杁川加杁個咽咽烟晒烟旧烟咽胴粉幽机鉋俶》
淵

刀
印
的
百
千

Ｌｎａｎａｄ３ｕＺ

ＬｈａｔＪｉｄ３ｕＺ

ＬｋｊｕＺｄ３ｕＺ

ｈｊａ可ｋｕ

ＬＪｅＮ

ＬｈａｔａｔＪｉ

ＬＪｉｄ３ｕＺｋｕ

Ｌｈｊｔｏｉ

Ｌｈｕｔａｉ

ｓａｎｒｎｉ１Ｎ

ｊｏｎｉ１Ｎ

ｇＯｎｉ１Ｎ

ｒｏｋｕｎｉ~ｌＮ

ｎａｎａｎｉ１Ｎ／ＬＪｊｔＪｉｎｉＮ

ＬｈａｔＪｉｎｉＮ

ＬｋｕｎｉＮ

Ｌｄ３ｕＺｎｉＮ

Ｌｉｋｋａｉ

ｎｉ「ｋａ１ｉ

ＬＳａｎｋａｉ

ｊｏｎｒｋａ丁ｉ

ｇｏｒｋａ７ｉ

ｒｏｋ１ｋａｉ

Ｌｎａｎａｋａｉ／ＪｊｔＪｉｒｋａｉ

ＬｈａｔＪｊｋａｉ

ｋｊｕＺ可ｋａｉ

ｄ３ｉｋｒｋａｉ

ＬｈａｍｂｕＮ

Ｌ１ＰＰａｌ

ＬｔＪＯｔｔＯ

ｓａｍｂｕ「ｎｏ可itJｉ

ｊｏｍｂｕｎｒｎｏ可ｉｔＪｊ

ｄｌｍ丁ｂａｉ～ｄｚｌｍ丁ｂａｉ

項目名 第３調査票

LningeN／Lｈｊｔｏ

ＬＳｅｉ（jl4ij／Lｎａ（名）

Ｌｎｌｎ３]ｏＺ

Ｌｏｔｏｋｏ

ｏｎａ丁ｇｏ

ａｋａ１ｇｏ

ＬＯＪｉｍｅ

Ｌｋｏｔｏｂａ／Lｍｏｎｏ

燗妹柵男女糊鯲》
｜
え

－２３０－



き
吐
き

姉弟妹脚鯏札鮒吐蛎甥姪赫嫁婿川鮴鰄臓胤繊捌謝鍍麟掛認欄鵬鮒縦鯏店齢ゴ辨訓棚肌筋繊劫開観竿
繍

一
」

こ
く

㈲
㈲

ん
ん
ん
ん

ん
ん

醐柵輕枇泓創》》》『僻雌胤鯛牡軒鰔》瓢鯛夫妻朧糊剛赫親子嬬蝿畷枇細棚伽搬柵川棚孫
辮

陶
さ
さ
さ
さ

さ
ざ

、
あ

蹄
嚇
郡
兄

Ｌｋｏｄｏｍｏ

Ｌｏｔｏｋｏｎｋｏ

Ｌｏｎａｎｏｎｋｏ

ＬＯｔＯｎａ

ｔｏｌｉｊｏ可ｉ

ｗａｋ色Ｚ

ｔｏＪｊ７ｔｏｔｔａ

ｎｉｓＩ７Ｚ

ｊｏｍｅ~'ｄ３ｏ

ｗａｋｒ１Ｚ／ｗａｋＩＺ１Ｊｉ（複数）

ｋｕｒｋｊｏＺ

ｈｕｋｉ可ｔＪｏＺ

Ｌｔｏｋｉ

Ｌｄ３ｉｋａＮ

ＬｔＯＪｉ，Ｕｅ

ＬｔＯＪｉｊｊｔａ

ＬｄｏＺｈａｉ

ＬｎａｋａｊｏＪｊ

Ｌｋｏｉｂｉｔｏ

ＬｒｎｅＯｔＯ

ＬＯｔｔＯ

ＬｔＳＵｍａ

ＬｈｊｔｏｉｍＯＮ～ＬＣｊｔｏｉｍｏＮ

Ｌａｎｎａ

ＬＯｔＯＺｔＯ

ＬｉｍＯＺｔＯ

Ｌａｎｄ３０／LｎｉＺｓａＮ（新）

Ｌａｎｎａ／ＬｎｅＺｓａＮＣ節

Ｌｏｄ３ｉ

Ｌｏｂａ

Ｌｉｔｏｋｏ

ＬＯ１

Ｌｒｎｅｌ

Ｌｋａｄｚｏｋｕ

ＬＪＯｍｅ

Ｌｍｕｋｏ

ＬｍｕｋｏｊｏＺＪｉ

ＬＪＵＺｔＯ／ＬＪＵＺｔＯｍｅ

ＬＪｉｎＪｅｋｉ／ＬｍｉｕｔＪｉ

ＬｉｈＥＺ

ＬｏｊａｎａＪｉ／ＬｏｊａｎａＪｉｎｏ

ＬＪｉｌｅｉｄ３ｉ

Ｌｋｏｍｏｉ

Ｌｋｏｄ３ｉｋｉ

ＬｄｏｒｏｂｏＺ／Ｌｎｕｓｕｂｉｔｏ

ＬｊＯＰＰａｒｅＺ

ＬｄｏＺｋｊｏＺｎｉＮ

Ｌｎａｋａｍａ

Ｌｉｄ３ｕＺＪａ

Ｌｄ３ｅＮ

ＬｇｕｂｅｎＪａ

Ｌｂｉｍｂｏ

ＬｍｉＪｅ

ＬＩｎＯｅＺ

ｋａｔａｒ色ＺＪｉｇｏ１ｔｏＧ;吾らい仕事）

ＬｊＯｉ，ｅＺ

ｔｅｎｏ７ｇ色Ｚ

ＬｈａｔＪｉｍａｋｊ

ＬｈｕｒｏＪｊｋｉ

Ｌｂｏｒｏ

ＬｏｂｏＮ

Ｌｍａｎａ,ｉｔａ

ｈｏＺ~lｋｊ

ＬｄｏＺｎｕ

ＬＳａＯ

ＬＪａｌｎＯｒｎｅ

ＬＪａｌｎＯｒｎｅ

Ｌｍｅｋａｋｅ

ＬＯＪａ

Ｌｋｏ

Ｌｏｊａｋｏ

ＬｔＪｊｔＪｉｂｊａ

Ｌｈａｈａｂｊａ

ＬＯｔｔＯ／ＬｔＯｔＯ（古）

ＬｔＯＺＳａＮＧｉ５ｌｉ）

Ｌｏｋｋａ／Lｋａｋａ（古）

LｋａＺｓａＮ（新）

Ld3iZ

Lmba

od3i可Ｚ（呼称）

ｂａ－１Ｚ（ｉＪ１Ｚ１ｉｉＯ

ＬｒｎａｎＯ

ＬｋｊｏＺｄｌＺ

ＬｏｎａｎｏｎｋｊｏＺｄＩエ

ＬｏｔｏｋｏｎｋｊｏエｄＩＺ

Ｌａｎｄ３０

－２３１－



杖鞭上下盤中外右左前鮎剛裏鮴赫中鯛朧輌奥裏表魏刈側縦横鋤隅鮴先端麺底跡所隣耐繍彌東西南北
ま

し

ＬｔＳＵｅ

ＬｍＵｔＪｉ

ＬＵｅ

Ｌｃｊｔａ

Ｌｓａｋａｓａｍａ

Ｌｎａｋａ

ＬＳＯｔＯ

Ｌｍｌｇｌ

Ｌｈｉｄａｉ

Ｌｒｎａｅ

ＬＯＪｉｒＯ／ＵＪｉｒｏ

ＬｍｕｋｅＺ

ＬＵｒａ／LＵｒａｇａＷａ

ち
ま

鄭
鯛
醐
鯛
綱
４
１

》
麺輌証帆『『》》椛辨》》》榊船駅舘帥肋叩郁に統

一
」

ＬＷＥＺｔａ

ＬｋｏｔＪｊｋａｄ３ｅ

ＬｎｉＪｉｎｋａｄ３ｅ

Ｌｈａｅｎｋａｄ３ｅ

Ｌｗ色Ｚｔａｎｋａｄ３ｅ

ＬｎａｋａｎｉＪｉ

ＬｋｊｔａｇｏｔＪｉ

Ｌｓｕｄａｉｂａｅ

ＬＯＪａｎａ

ＬＯ１

ＬＷａｇａ

Ｌｋｊｓａｍａ（目下）

Ｌｏｄ３ｉＺ

Ｌｏｄ３ｉｓａＮ（あなたさま）

Ｌｏｉｎａｎｄａ

ＬＷａｎａｔａｔＪｉ

Ｌｏｄ３ｉＺｎａｎｄａ

Ｌoｄ３ｉｓａｎｎａｎｄａ（あなたさまがた）

ＬＩｎｌｎａｓａＮ

ＬＸｎｌｎｎａ

Ｌｄ３ｉｂｕＮ

Ｌｄ３ｉｂｕｎｄｅ

Ｌｋａｋｕｄ３ｉ／Lｄ３ｉｂｕｎｄ３ｉｂｕＮ

Ｌｎａｋａｈｏｄｏ

Ｌａｉｄａ

Ｌｎａｋａ

ＬｓＵｋｉｍａ

Ｌａｉｄａｎｉ

Ｌａｉｄａ

Ｌｏｋｕ

ＬＵｒａ

ＬＯｍＯｔｅ

ＬＵｒａｎａｅＪｊ

Ｌｈｅｉ

Ｌｓｏｂａ

Ｌｔａｔｅ

Ｌｊｏｋｏ

Ｌｎａｎａｌｎｅ

ＬＳＵｌｎｌ

ＬＩｎａｎｎａｋａ

Ｌｓａｋｉ

ＬｈａＪｉ

ＬｈｊｏＺｍｅＮ

Ｌｓｏｋｏ

ＬａｔＯ

Ｌｔｏｋｏｒｏ

ＬｔＯｎａｉ

Ｌｋｉｎｄ３ｏ

Ｌｄ３ｕＺｄ３ｉｒｏ

Ｌｋａｄｏ

ｈｉｎａ丁ｊｊ

ｎｉ７Ｊｊ

Ｌｎｌｌｎａｎｌｌ

Ｌｋｉｔａ

Ｌｄｏｉ

Ｌａｒｅ

Ｌｋｏｉ

ＬＳＯ１

Ｌｄｏｋｏ

ＬａＣｊｋｏ

Ｌｋｏｋｏ

Ｌｓｏｋｏ

Ｌｄｏｎｏ

ＬａｎＯ

Ｌｋｏｎｏ

ＬＳＯｎＯ

Ｌｄｏｇｅｎａ

Ｌａｇｅｎａ

Ｌｋｏｇｅｎａ

ＬＳＯｎｎａ

ｄｏｋｏｎｏ１ｈｅＮ

ＬａｎｏｈｅＮ

ＬｋｏｎｏｈｅＮ

ＬｓｏｎｏｈｅＮ

ｄａｉ可ｋａ（だれか）

」
在
肋
伽
如
郁
伽
棚
弛
伽
伽
柳
Ⅷ
誕
肋
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Ｌｎａｉｋａ体にカリ

ＬｉｔＳＵ

Ｌｉｋｕｔｓｕ

Ｌｉｋｕｒａ

Ｌｉｋｕｒａｇｕｒａｉ（量）

ｄｏｎｏｋｕｒａｉｒｎｏ１

Ｌｎａｄ３ｅ／Ｌｎａｌｉｔｅ

ｄｏｇｅｎＪｉ「ｔｅ１

Ｌｎａｉｋａ

ＬｉｔｓＵｋａ

Ｌｄａｉｋａ

ＬｎａｌｌｎＯ

ＬｉｔＳＵｍＯ

Ｌｄａｉｍｏ

Ｌｎａｎｄｅｍｏ

ｉｔｓｕｒｄｅ７ｍｏ

Ｌｄａｉｄｅｍｏ

ＬＯｔＯｒＯＪｉＺ

ｕｒｕ「ｓＩ１Ｚ

ＬｊａｋａｍａＪｉＺ

ＬｓａｂｉＪｉＺ／ＬｓａｍｉＪｉＺ

ＬｍｅＪＵｒａＪｉＺ

ＬｈｕＪｉｇｉ

ＬｄＩＺｄ３ｉｎｉ

Ｌｋａｊｕｉ

ＬｋＵｓｕｇｕｔｔｌＺ

ｔＪｊｋｕｔＪｊｒｋｕ－１ｓｕｒｕ

ｄａｒＵ－ＵＺ

ｋｅｍｕ~’Ｚ

ＬａｂｕｎｒＺ

ＬｍｕｄｚｕｋａＪｉＺ

ＬＪａＳａＳｌＺ

ｓａｌｎｕ１Ｚ

ＬａｔａｔａｋＩＺ

ＬａｔＳＵＺ

ＬｓｕｄｚｕＪｉＺ

ＬｔＳＵｍｅｔｌＺ

ａｔｓｕ７Ｚ

ｎｕｒｕ丁Ｚ

ＬｍａｂｕＪｉＺ

ＬｋｕｒＩ二

ＬａｋａｒｕＺ

ｈｕｒｔｅ１ｚ

ＬｋｏｍＩＺ

ｋｏｍａｎｋａｋｏｒｏ（小さし燭

なに

いつ

いくつ

いくら

どのくらい

どのくらい

なぜ

どうして

なにか

いつか

だれか

なにも

いつも

だれも

なんでも

いつでも

だれでも

恐ろしい

うるさい

喧しい

寂しい

珍しい

ふしぎ

大切に

かゆい

くすぐったい

ちくちくする

だるい

煙い

危ない

難しい

易しい

寒い

暖かい

暑い

涼しい

冷たい

熱い

ぬるい

眩しい

暗い

明るい

大きい

小さい

幼い

大きい

厚い

薄い

丸い

平たい

太い

細い

太っている

やせている

長い

短い

深い

浅い

高い

低い

広い

(大きさ）

項目名 第４調査票

ａｍＩ１ｚ

ｋａｒｌ７ｚ

ｋａｒｌ１ｚ

ＬＳＵｌ

ｎｉｇｌ１Ｚ

Ｊｉｂｍｚ

ｋａｒｒ可二／ＬＪｉｏｋａｒｌＺ

ｍａｄｚｕ１Ｚ

ｕｍＦＺ

Ｌｈｕｄａｒｕ

ｋｉｂｕｎｒｎａ丁ｒｗａｒｕ７

ＬｋｕｒｕＪｉＺ

ＬｈａｄｚｕｋａｌｉＺ

ＬｉＳＯｇａＪｉＺ

ＬｓａｂｉＪｉＺ

ＬｎａｔｓｕｋａＪｉＺ

ＬｔａｎＯＪｉＺ

ＬｏｋａＪｉＺ

ｏｍｏＪｉｒｒｄＺ

ＬＵｒｅＪｉＺ

ＬｋａｎａＪｉＺ

ＬｋａｗａｉｓｏＺ

ｎｉｒｋｕ丁Ｚ

ＬｋａｗａｉＺ

あまい

塩辛い

からい

すっぱし、

苦い

渋い

塩辛い

ｺｺﾘﾄﾞい

美床しし、

ひもじい

気分７６寵し、

苦しい

1ｌｂずかしい

忙しし、

寂しい

懐かしい

楽しい

可笑しい

おもしろい

嬉しい

悲しい

可哀そう

憎い

かわいい

ＬｈＵｔｏＺｎａｔｔｅ(大きくなって）

ａｔｓｕ１Ｚ

ｕｓｕ７ｚ

ｍａｒｕ丁Ｚ

ＬｈｉｒａｔｌＺ

ｈｕｒｔ６７ｚ

ｈｏｒｓｅ丁Ｚ

ｈｕｔｏｔ１ｔＪｏＺ

ｊａＪｅ１ｔＪｏＺ

ｎａｇｌ－１ｚ

ＬｍｉｔＪｊｋＩＺ

ｈｕｒｋＩ~’二一

ＬａＳｒＺ

ＬｔａｋｌＺ

ｈｉｋｕ可Ｚ～Ｃｊｋｕ１Ｚ

ｈｉｒｒ色－１Ｚ

－２３３－



Ｌｋｉｒｅｉ

ＬｍｉｎｉｋｕＺ

Ｌｋｉｒｅｉｄ３ａＺ

ＬｋｕｒｅＺ／Ｌｋｕｒｏ（黒）

ＬＪｉｒ色Ｚ／ＬＪｉｒＯ（白）

ＬａｋＩ／Ｌａｋａ（赤）

LaWeZ／ＬａＯ／LａＯｉｒＯ（罰

ＬａＷ色休の葉の色．綱

ｋｉＺ－１ｒｏｉ／ｋｉＺ可ｒｏ（黄色）

罹艶蚫辨辨辨》》》桝辨函》》》》》》》雷》『》
い

訓
卿
訓
馴
削
剥
計
削
艶
艶

ＬＪｅｂＩＺ

ＬｋｊｕＺｋｕｔｓｕ

ＬｔＯＷ色Ｚ

ｔＪｊｒｋｌｚ

ＬｏｂｕＺ／ＬｏｍｏｔＩＺ

ＬｋａｒｕＺ

ＬａｒｌＺ

ＬｋｏｍｌＺ

ＬｋａｔｌＺ

ＬｊａｗａｒａｋＩＺ

ｈｕｒｕ７Ｚ

ＬｎｉＺｍｏＮ（新しいもの）

ｗａｒｋｌ丁Ｚ

ＬｔＳＵｅＺ

ＬｊＯＷｌＺ

ＬｔａｋｌＺ

ＬＪａＳＵＺ

ＬＯＷさＺ

ＬｓＵｋｕｎｌＺ

ＬＷａｒＵＺ

ＬｅＺ

ＬｅＺｄｏ

Ｌｗａｒｕｋａｔｔａ（悪かった）

Ｌｋａｎｄｚｅｎｄ３ａｚ

ＬｊｏｋａｎａＺ

ＬｈａｅＺ

ｎｏｒｒ色丁Ｚ

ＬｈａｅＺ

ＬＯＳｅＺ

ＬｓｕｂａｅＺ

ＬｎＯｒｅＺ

ＬａｒｌＺ

ＬＯｔＯｎａＪｉＺ

ＬｏｋｕｂｊｏＺ

ＬｊａＳａＪｉＺ

ＬｒｎＯｒｅＺ

Ｊｊｋｋａｉ

Ｌｎｉｏｉ／Ｌｋａｄユａ

Ｌｋａｂａｌｉｚ

ＬｋＵｓｒＺ

ｓｕｉＺ１ｋａｄエａ（すっぱい）

ａｍＩＺ－１ｋａｄユａ（甘い）

ａｍａｄエｕｉＺ丁ｋａｄユａ（tｒ

ＬｋｊｔａｎｌＺ

狭い

きゅう<つ

還し、

近い

重い

軽い

荒い

細かい

硬い

柔らかい

古い

新しい

若い

強い

弱い

高い

安い

多い

少ない

悪い

良い

よろしい

わるい

完全である

よい

はやい

のろい

はやい

おそい

すばやい

のろい

あらい

おとなしい

臆病

優しし、

もろい

しっかり

におい

かんばしい

くさい

におい

におい

におい

汚い

ＬＳＯｒａｌｒＯ

Ｌｎｅｄｚｕｍｉ

Ｌｍｕｒａｓａｋｉ

ＬｔＳＵｔＪｉｇＵｒＯ

ｋｏＦＺ

ｕｓｕ１ｚ

Ｌｋｏｊｕｉ／ｋｏｉ－１Ｚ

ｕｓｕ丁ｚ

Ｌｋａｋｉｎｉｒｋｕ７Ｚ

Ｌｋａｋｉｊａｒｓｕ可Ｚ

ｊａｓｕｍｉｒｔＩ７Ｚ

ｎｏｍｉ｢tinZ

LnmoZ（牛）

LｍｂｅＺ（山羊）

ＬｇＵＺｇＵＺ（豚）

ＬｈｉｈｉＺＮ幅）

ＬｎａＯ（猫）

ＬｗａＮｗａＮ（犬）

Ｌｋｏｋｅｋｏｋｋｏ（鶏）

ｋａＺ丁ｋａ（カラス）

ｋｅｒｏｋｅｒｏ（蛙）

ｔＪｕｚ可tJu（ネズミ）

鳩Lkjukkju（鳩）

ＬＳｅＳＳｅＳＳｅＳＳｅ

／tsungさＺ１ｔｓｕｎｇｅＺ（セミ）

ＬｂｕＺｂｕＺ

ＬＪＪＯ／ＬｊｏＺＪＯＺ伏、猫へ）

宰
曰
二
曰

蜂岬岬昨岬何刺
》
馴

Ｌｈｏｉｈｏｉ／ＬｈａＺｈａＺ(牛､馬へ）

ＬｔＯｉｔＯｉｔＯｉｔＯｉｔＯｉ（鶏へ）

Ｌｊｉェ（人に静かにするように）

ＬＪｊｔＯＪｊｔＯ～ＬＣｊｔＯＣｉｔＯ

ｄｚａｎｄｚａＺ

ｋｉｒａ丁ｋｉｒａ

ｋｉｒａ１ｋｉｒａ(tlずつ|乱）

－２３４－



①ＬＳａＷａＳａＷａ②ＬＣＵＺＣＵＺ

③ＬｂｕエｂｕＺ（①￣③風は強くなる）

dorddoro

boZ丁ｂｏＺ

ＩｎｏＺ７ｍｏＺ

ｔＪｏｒｏ可ｔＪｏｒｏ

／Ｊｊｔｏ可Ｊｊｔｏ～ｃｊｔｏ－ｉｃｊｔｏ

ｄｚａｎｄｚａＺ（大量の水）

ｔＪｏｒｏ可tＪｏｒｏ（少量の水）

Ｊａｚ１Ｊａｚ

ｄｚａｍｂｕ７ｄｚａｍｂｕ

ＬｔＪａＰＰＵＮ（水）

ＬｇｏｔｏＮ／ＬｇｏｔｔｏＮ（物〉

ＬｇａｔｔＪａＮ

ｐｏｋｉ~'Ｎ

ＬｇＯｒＯｇＯｒＯ

ｋｉＺ７ｋｉＺ

ｇｉｚ７ｇｉｚ

ｂｕｉｂｕｒｉ（家の揺れる割

ｈｉＺｒａ可ｈｉｒａ（落ちるざま）

ｂｏＺ~ｌｂｏＺ

Ｌｂａｓａｂａｓａ

ｐｊｔＪｉ可ｐｊｔＪｉ

ｔｓｕｒｕ７ｔｓｕｒｕ

ｄｏｒｏ可ｄｏｒｏ／ｄｏｂｕ－１ｄｏｂｕ

ｂｅｔａ可ｂｅｔａ

ｂｉＪａ可ｂｉＪａ

ｄａｂｕ７ｄａｂｕ

ｇｉｄｚａ－１ｇｉｄｚａ

ｋｕｎａ７ｋｕｎａ

ｋａｒａｐ可ｐｏ（からっぽ）

ＬＪｉｄｚｕｋａ（静か）

ｄ３ａｗａ－ｌｄｚａｗａ

ｔｏｎ丁ｔｏＮ

ｐｉｎｐｐｉＮ

ＬｇａｎｎａＮ

ＬｔＪｉｒｉｎｔＪｉｒｉＮ

ｐａＪａ可ｐａＪａ

ＬＰｊＪａ（平手打ち）

ＬｄｏｋａＺＮ（げんこつ）

ｔｏｎ~ＩｔｏＮ

ｇｉＪｉ可ｇｉＪｉ

ｓａｋｕ７ｓａｋｕ

ｇｕｔｓｕ丁ｇｕｔｓＵ

ｄ３ｕＺ丁ｄ３ｕＺ

ｄ３ｉＺ丁ｄ３ｉｚ

ａｔｓｕ可ａｔｓＵ（熱い食べ物のざま）

ＬｈｉｅｍｏＮ（冷えた食べ物）

Ｌｂｏｒｏｂｏｒｏ（水気の少ないさま）

Lｄｚａｂｕｄｚａｂｕ（水気の多いさま）

LOgjab3ja（赤ん坊）

Ｊｊｋｕ－１Ｊｊｋｕ（すすり泣く声）

ＬｗａＮｗａＮ（わめき泣く声）

ＬｈｉＺｈｉＺ（小声で笑うさま）

ＬｈａＺｈａＺ（大声で笑うさま）

ＬｈｕＺｈｕＺ（くすくす笑うざま）

ｎｉｊａ可ｎｉｊａ（声を出さずに）

ｇａｒｚｎｎａＮ

ＬｋｏｈｏｎｋｏｈｏＮ

ｇｕＺ１ｇｕＺ

ｓｕｊａ丁ｓｕｊａ

ｈａＺ可ｈａＺ／ｈｕＺ可ｈｕＺ

／ｓｕｚ－ｉｓｕｚ

Ｊｅｚ－１ｊｅｚ

ｔｊＵ７Ｎ／ＬＰｅ

Ｌ３ｗｅＺ

ｇｅ１ｚ

ｐｅｒａ丁ｐｅｒａ

ｋｏｔＪｏ丁ｋｏｔＪｏ

ＬｄａｍａＺｔｔｏ（黙ってる）

ＬＳａＳＳａ

ｂｕｒｕ~'ｂｕｒｕ

ｐａｔＪＴｐａｔＪｊ

ｋｊｏｒｏＭｊｏｒｏ

ｔＪｊｋａ可ｔＪｊｋａ

ｍｕＪａ７ｍｕＪａ／ｐａｋＵ丁ｐａｋＵ

ｇｕＺ１ｇｕＺ

ｂｏＺ７ｂｏＺ

ｂｏＪｏ~'ｂｏＪｏ

ｂｏｒｏ１ｂｏｒｏ／ｄａｒａ７ｄａｒａ

ｄｏｋｕ１ｄｏｋｕ（流'しろさま）

ｄｏｋｉ－１ｄｏｋｉ

ｐｉｚ７ｐｉｚ

風の音

》》需鮠洲洲鋤洲蝉》》》》》》》鵬鵬鵬鯲 ま
ま

雷の音

火のさま

煙のさま

しずくの音

幸曰

》
蹄
榊加『》 》》罐罹》》》》僻》》》》鋸》》》一》』罹鋼

う
ま
音

》
』雛評》鐸

》
雛

喘息ま

唾をはく

畷をはく

嘔吐

おしゃべり

くすぐる

動かない

歩くざま

震える様

瞬きの様

目の動く

眩しい様

たべるさま

飲むさま

髭のさま

髪のさま

涙・汗

血

驚くざま

貧乏なさま
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